
第
二
号
様
式
（
第
二
十
条
関
係
）

第 号

官職

氏名

関西国際空港及び大阪国際空港の一体的かつ効率的な設置及び

管理に関する法律第２８条第３項の規定による検査員証

年 月 日発 行

年 月 日限り有効

国土交通大臣 印

９センチメートル

（表）

関西国際空港及び大阪国際空港の一体的かつ効率的な設置及び管理に関する法律抜粋

第２８条 国土交通大臣は、この法律を施行するため必要があると認めるときは、会社から

その業務に関し報告をさせ、又はその職員に、会社の営業所、事務所その他の事業場に

立ち入り、帳簿、書類その他の物件を検査させることができる。

２ 国土交通大臣は、この法律を施行するため必要があると認めるときは、指定会社から特

定空港用地保有管理事業に関し報告をさせ、又はその職員に、指定会社の事務所その他

の事業場に立ち入り、帳簿、書類その他の物件を検査させることができる。

３ 前２項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人に

これを提示しなければならない。

４ 第１項又は第２項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと

解してはならない。

第４０条 第２８条第１項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の

規定による検査を拒み、妨げ、若しくは忌避した場合には、その違反行為をした会社の

取締役、執行役、会計参与（会計参与が法人であるときは、その職務を行うべき社員）、

監査役又は職員は、３０万円以下の罰金に処する。

２ 第２８条第２項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定に

よる検査を拒み、妨げ、若しくは忌避した場合には、その違反行為をした指定会社の取

締役、執行役、会計参与（会計参与が法人であるときは、その職務を行うべき社員）、監

査役又は職員は、３０万円以下の罰金に処する。
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